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昨今の環境に配慮した企業活動の要求は官民を問わず高まっており、法律においても「環境情

報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律」（以下「環

境配慮促進法」という）によって、一定規模以上の企業に対して環境配慮活動の結果を公表する

ことが義務付けられている。また「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（以下「省エネル

ギー法」という）ではエネルギー使用量の結果を定期報告として報告し、中長期の計画を提出し

なければならない。さらに「地球温暖化対策の推進に関する法律」（以下「温対法」という）で

は温室効果ガスの放出量の報告を行わなければならない。それ以外にも水質汚濁防止法や廃棄物

関連法などさまざまな法律、さらには条令等によって、環境に配慮した活動が企業に求められて

いる。 

これらのさまざまな環境配慮活動の結果をとりまとめ、日本原子力研究開発機構（以下、「原

子力機構」という。）全体の状況を把握し、情報発信していくことが国民や地域社会との信頼関

係を築く観点からも極めて重要である。 

こうした背景から、原子力機構の環境配慮活動について、全拠点等の情報を集め、集計し、法

律に基づいた報告書の作成や「環境報告書」を作成し公表するためのデータベースとして、また、

原子力機構における環境配慮活動の取組を推進する手段として、「環境データ管理システム」を

構築した。 

本報告書は、「環境データ管理システム」の構造や収集データ、集計形態などを取りまとめた

ものである。 
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     The recent society requires business activities with environmental 
consideration to every enterprise. Also, Japanese laws require those activities. 
For example, “Law Concerning the Promotion of Business Activities with 
Environmental Consideration by Specified Corporations, etc, by Facilitating 
Access to Environmental Information, and Other Measures” (Environmental 
Consideration Law) mandates publication of a report relating to the activities of 
environmental consideration to each enterprise above designated size. “Act on 
the Rational Use of Energy” mandates the report of the results of energy 
consumption and the long-term plan of the rational use of energy.  Moreover, 
“Act on Promotion of Global Warming Countermeasures” mandates the report of 
the greenhouse gas emissions. In addition to those, “Water Pollution Control 
Law”, “Waste Management and Public Cleaning Law” and other environmental 
laws as well as environmental ordinances require business activities with 
environmental consideration to all companies. 
      So, it is very important for Japan Atomic Energy Agency (JAEA) to report 
business activities with environmental consideration in order to build up 
trustful relations with the nation and communities. 
   The Environmental Data Management System has been developed as the 
data base of business activities with environmental consideration in JAEA and 
as the means to promote the activities at every site and office of JAEA.  

   This report summarizes the structure of the Environmental Data 
Management System, kinds of environmental performance data treated by the 
system, and gathering methods of the data.  
 
 
Keywords：Environmental Data Management System, Environmental Data Base, 

Environmental Report, Environmental Performance 
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1. 緒言 

 

日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」という。）では、「環境配慮促進法」に基づき

これまで毎年度環境配慮活動に関する結果等をとりまとめた「環境報告書」1)～8)を作成し、公表

してきた。また、環境報告書に記載した環境配慮活動の詳細な結果である各種の環境データを

「「環境報告書」環境報告関連データのまとめ」として JAEA－Review として報告してきている。

9)～12) 

一方で「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（以下「省エネ法」という）の平成 20 年度

の改正により、原子力機構全体としてエネルギーの使用状況を把握する必要が生じ、また「地球

温暖化対策の推進に関する法律「（以下、「温対法」という）の平成 20 年度の改正により温室効

果ガスの排出状況の把握も必要となってきた。 

原子力機構は環境報告書に掲載している主な拠点等として平成 22 年度末時点 17 か所（12 の

研究開発拠点及び 5の事務所など）があり、こうした拠点等から環境配慮活動の多種で多数にわ

たるデータを収集・集計し、組織全体での環境配慮活動データを取りまとめてきた。そのため、

原子力機構の全拠点で利用できるデータベースシステムの必要性が「環境報告書」作成当初から

議論され、2006 年度から環境配慮関連データを収集・管理するシステムの基本設計を開始し、

その後、省エネ法、温対法への対応も考慮して順次システムを構築・拡充・改良してきた。 

このシステムは拠点等がそれぞれの環境配慮関連データを入力し、そのデータを必要な形に集

計し、表として出力することを主な目的としており、その集計結果を利用して先述した「環境報

告書」、「「環境報告書」環境報告関連データのまとめ」、省エネ法及び温対法の報告書等を作成し

ている。 

なお、「環境報告ガイドライン（2007 年版）」13)によると、環境報告書における環境報告の原

則として、信頼できる情報を提供するために検証可能性を確保するなどの信頼性を高める努力を

しなければならないこと、即ち、環境報告として記載された情報のそれぞれについて、根拠デー

タが存在するとともに、その集計システム等が構築されており、情報の信頼性を第三者が確認す

る手段があることが求められている。 

本環境データ管理システムはこうした要求を満たすとともに、原子力機構が取り組む環境配慮

活動を原子力機構に適した手法で推進する一助とするためのものである。 

 

2. 環境データ管理システムの背景と意図 

 

2. 1 社会的背景と原子力機構の特徴  

地球環境の保全に向けての社会的気運の高まりは近年ますます高まってきており、法律等

においても様々な対応を企業や事業者等に求めている。（原子力機構においても以下の対応

が求められている） 

・「環境配慮促進法」に基づき、特定事業者の環境配慮活動を年度ごとに 9月末までに公表 

・「省エネ法」に基づき、工場等を設置して事業を行う者はエネルギー使用の合理化に努め
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るとともに、事業者全体でエネルギーの使用量を把握して 7月末までに報告 

・「温対法」に基づき、事業者としての温室効果ガスの排出状況を把握し 7月末までに報告 

 

このような社会的な背景の中で、原子力機構としては以下の特徴がある。 

・上記法律に基づいて環境関連データを把握しなければならない研究開発拠点として１２拠

点、主な事務所等が５か所ある（平成 22 年度末時点）。 

・各拠点、事務所等は全国に分散している。それぞれの拠点や事務所等において環境関連デ

ータを所掌する部署がデータ種別ごとに異なり、環境データ全体でみると１拠点に複数

のとりまとめ部署がある場合がある。 

・組織変更や担当者の異動が不定期に行われる。 

 

上記のような原子力機構の特徴にかんがみ、社会的要求を満たすための環境関連データ収

集・管理システムの開発が求められた。 

 

2. 2 システムの意図と基本的考え方 

上記の背景を解決する意図と、原子力機構の環境配慮活動の担当部署である安全統括部環

境配慮促進課が環境関連データの取りまとめを行うシステム管理者となることを前提とし、

以下の基本的考えに基づいてシステムを構築した。 

①  原子力機構は、原子力機構内のどのコンピューターからもアクセスが可能であるイン

トラネットの Web 環境を有しており、これを利用してすべての拠点、事務所等で働く者

であれば基本的に誰でも利用できるシステムとする。 

②  組織変更、人事異動などの変更に対しては、原子力機構の組織・人事情報システム（以

下「LDAP」という（LDAP：Lightweight Directory Access Protocol））と連動させるこ

とにより、 新の組織情報をシステムに取り込み、組織情報をシステム管理者が修正す

る必要をなくす。 

③  環境配慮活動関連データは法的要求や社会的要求に応えることを意図して組み立て

る。 

④ 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」や「水質汚濁防止法」などの各種法令等で定め

られたデータの分類や単位系などはそのまま用い、各データは各種法令等に基づいて報

告する値と同一とする（換算等しない）ことを原則とする。 

⑤ 原子力機構の環境配慮活動は拠点・事務所単位で実施していること、また法令等に基づ

いた環境関連データの報告なども拠点・事務所単位で取りまとめていることから、デー

タシステムへの入力も拠点・事務所を単位とする。 

⑥ 各拠点等の入力担当者がその拠点等のデータを実際に入力するため、担当者が替わるこ

とにも対応できるよう、取り扱いが容易でなじみのあるソフトウェアを活用する。 

⑦ 年度ごとに変更・見直しの必要のある係数、項目、規制値などをシステム管理者が年度

当初にあらかじめ変更し、その年度に応じた情報とした上で、各拠点等の入力担当者が
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入力できるようにする。 

⑧ 各拠点等のデータを集計・加工して必要な表示・出力ができるシステムとする。 

 

2.3 本システム利用における役割分担 

以上のような基本的考えを基にして、各課の担当者、管理担当者（拠点のとりまとめ部署）、

システム管理者（環境配慮促進課）という役割分担によるデータ管理システムとした。 

各担当者の役割分担構造を表 2.3-1 に示す。担当者またはユーザーと表現しているが、シ

ステムは組織単位で認識・識別する。本編では説明上、担当者またはユーザーという表現も

使用する。 

表 2.3-1 各担当者の役割分担構造 

No 担 当 役  割 

１ 

各課担当者（一般担

当）（一般ユーザー） 

「拠点担当課室」

（各拠点等の中で部

単位などのそれぞれ

のデータの小単位） 

・課／グループ等の小単位ごとの環境データをデータ入力支援ツー

ルに入力する。 

・入力したデータをエクスポートし、拠点とりまとめ部署へデータを送

付する。 

２ 

管理担当者（管理担

当ユーザー） 

「 拠 点 と り ま と め 部

署」 

・拠点・事務所等の中で管理する課／グループの進捗確認を行う。 

・拠点担当課室（管轄下の部署）から送られてきた環境データを、デ

ータ入力支援ツールにて集計する。 

・集計後のデータをエクスポートし、データベースへの登録(アップロ

ード)を行う。登録単位は拠点単位となる。 

３ 

環境配慮促進課 

※システム管理者も

兼務 

・管理担当者に対して進捗確認を行う。 

・出力表により分析・集計を行い、機構全体としてとりまとめる。 

４ 
システム管理者 

（環境配慮促進課） 

・全課／グループのユーザ権限を設定する（管理担当者を設定）。 

・管理担当者の管轄する課を決める。各課／グループのアクセス権限

を設定する（課/グループで扱える環境データを設定する）。 

・各課/グループの代行権限を設定する。 

・各種マスタの管理を行う。 

  

3. 環境データ管理システムの基本構造 

  

3. 1 システムの全体構成 

環境データ管理システムの全体構成の概要を図 3-1 示す。 

システムは Web サーバーと DB サーバー及び各システムを操作する者（以下、「クライア

ント」という）のパソコンで構成されており、これらが原子力機構のイントラネットでつな

がれた中で動作する。各クライアントは Excel シートにデータを入力し、そのデータを XML

形式に変換してデータベースへ登録する。または出力表に出力する。 

なお、本システムは原子力機構の内部のみでの利用を想定しており、原子力機構外からの

アクセスは許可していない。 
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図 3.1 環境データ管理システムの全体構成の概要 
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3. 2 ハードウェア機器構成とソフトウェア構成 

3.2.1.ハードウェア機器構成 

本システムを構成するサーバ機器を表 3.2.1-1 に、動作クライアント OS と EXCEL バージ

ョンを表 3.2.1-2 に示す。 

 

表 3.2.1-1 サーバ機器 
項目 仕様 備考 

システム

装置 
HP 社製 DL360-G7 

仮想管理サーバであり、仮想環境

下でシステムを運用している。 

OS Windows Server 2003 Standard Edition(32Bit)   

CPU Xeon E5640  2.67GHz  

Memory 14GB   

Disk 
400GB(RAID 物理環境で) 

70GB(仮想環境で。固定値) 
  

 
表 3.2.1-2 動作クライアント OS と EXCEL バージョン 

項目 仕様 備考 

OS Windows 2000、Windows XP、Windows Vista .NET ランタイム 2.0 必須 

EXCEL EXCEL2002、EXCEL2003、EXCEL2007   

 
3.2.2.ソフトウェア構成 

本システムを構成するサーバソフトウェアを表 3.2.2-1 に、クライアントアプリケーショ

ンを表 3.2.2-2 に示す。 
 

表 3.2.2-1 サーバソフトウェア 
項目 仕様 備考 

Web サーバ Apache 2.2.4   

データベースソフト ORACLE 10g   

使用するフレームワーク Seasar2(S2Axis2、S2Dao)   

使用ツール eclipse Europa   

開発言語 Java 1.5   

 
表 3.2.2-2 クライアントアプリケーション 

項目 仕様 備考 

使用ツール Visual Studio 2005   

開発言語 C#、VBA   

使用市販コンポーネント SPREAD for .NET スプレッドシート 

  Secure iNetSuite 2.5J メール送信コンポーネント 
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4. 環境データ管理システムの機能の概要 

 

4. 1 機能の概略 

環境データ管理システムが有する機能の概略を表 4.1 に示す。ユーザー側とシステム管

理側のそれぞれ必要な機能を融合して動作させる機能全体を「統合クライアント機能」と呼

ぶ。個別の機能の解説は次章以降に示す。 

 

表 4.1 環境データ管理システムの機能 

No 機  能 内   容  

1 データ入力支援機能 

環境データを Excel シートから入力し、環境データファイル（XML フ

ォーマット）を保存する機能 

ダウンロード機能によりサーバから取得した環境データファイル

（XML フォーマット）を読み込み表示する機能 

2 統合クライアント機能 
データの登録、出力やマスタ情報の操作など、ユーザー側とシス

テム管理側のそれぞれ必要な機能を融合して動作させる機能 

3 システム運用管理機能 システムの運用・管理のためシステム管理者が必要とする機能 
 

4. 2 ユーザー単位の考え方 

「管理担当ユーザ」と「一般ユーザ」は、ログインユーザ単位（個人単位）では

なく、ログインユーザの所属する課/グループ単位（組織単位）で環境データ種別

毎に管理される。したがって同じ課/グループに属するユーザは同じユーザ権限と

なる。管理担当ユーザと一般ユーザの管理の概要を図 4.2 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4.2 管理担当ユーザと一般ユーザ権の管理の概要  

ユーザ ID 

パスワード 

LDAP サーバによるロ

グイン認証 

ログインユーザの所属する課/

グループに設定されたユーザ

権限 

部/ﾕﾆｯﾄ 

A 課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

B 課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

C 課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

D 課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｾﾝﾀｰ 

部門 

◎管理担当ユーザ 

一般ユーザ 

一般ユーザ 

一般ユーザ 

環境データ種別で異なる



JAEA-Data/Code 2011-024 

- 7 - 

4.3 データ登録・出力の流れ 

環境データを入力する Excel シートを「データ入力支援ツール」と呼ぶ。データ

入力支援ツールは環境データファイル（XML フォーマット）を出力したり、サーバ

から取得した環境データファイルを読み込んで表示するなどの機能を有する。デー

タ入力支援ツールとデータ登録機能を用いて環境データを DB へ登録するまでの流

れの概要と、サーバから環境データを取得する流れの概要について以下に示す。 

  

１） 環境データを DB に登録するまでの流れ（図 4.3-1） 

データ入力支援ツールでデータを入力し、環境データ XMLファイルを出力する。

データ登録・取得機能で環境データ XML ファイルを読み込み、Web サーバを介し

て DB に登録する。データベースは DB サーバ内に構築されている。 

データ入力支援ツールで出力した環境データ XML ファイルにマスタ情報は含

まれない。 

 

 

 

 

                ※マスタ情報は含まない 

図 4.3-1 環境データが DB に登録されるまでの流れ  

  （データ種別毎にこの操作が必要となる） 

 

 

上記の基本操作は、実際は各拠点等のとりまとめ部署が複数の部署から集計して登録する

など、データの種別や各拠点等のやり方などに応じて詳細な流れは異なっている。集計の方

法に応じた登録作業の流れの詳細は付録１に示す。 

 

２） サーバから環境データを取得する流れ（図 4.3-2） 

データ登録・取得機能で既に登録された（過去年度を含む）環境データをサー

バから取得し、環境データ（XML ファイル）を保存する。この動作を出力あるい

はエクスポートと呼ぶ。この XML ファイルをデータ入力支援ツールで読み込み、

Excel シートに表示する。データ登録・取得機能で取得した環境データ XML ファ

イルにはマスタ情報が含まれる。 

 

 

 

 

データ入力支援 

ツール 
環境 

ﾃﾞｰﾀ 

XML 

データ登録・取得 

機能 
Web ｻｰﾊﾞ DB 
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                ※マスタ情報を含む 

図  4.3-2 サーバから環境データを取得する流れ  

（データ種別毎にこの操作が必要となる） 
 

 

5. データ入力支援機能 

 

 各年度のデータの入出力は各データ種別ごとに各拠点等の管理担当者がデータ入力支援ツー

ルを用いて行う。 

 

5.1 データ入力支援ツールの機能と流れ 

データ入力支援ツールは表 5-１に示す機能を有している。 

 

表 5-1 データ入力支援ツールの機能 

No 機     能 内        容 

１ データ入力機能 Excel 入力シートから環境データの入力を行う。 

２ データチェック機能 

Excel 入力シートの入力項目について 5.2 に記すチェックを行う。 

エラーがある場合は、メッセージ一覧シート（Excel シート）にエラー内容

を表示し、セルの背景色を赤色で表示する。 警告（ワーニング）の場

合は、黄色で表示する） 

３ 
データ入力補助機

能 

Excel 入力シートの入力項目について次の自動修正、入力補助を行

う。 

（１） 半角→全角自動修正（日本語入力項目） 

（２） 全角→半角自動修正（数値入力項目） 

（３） 入力月までの間に未入力の月がある場合、その月まで入力された

ものとし、按分して記入する。 

４ エクスポート機能 

データ入力機能で入力された環境データを “環境入力データファイル

（XML フォーマット）”として出力（エクスポート）する。 環境入力データ

ファイルには、改竄防止用のチェックサムも付加される。 

５ インポート機能 
環境入力データファイル(XML フォーマット)を読み込み入力シートに表

示する。 読み込み時に改竄チェックを行う。 

６ シートクリア機能 データ入力シート（Excel シート）の内容をクリアする。 

７ データ収集機能 
管轄下の複数の部署の環境入力データファイル(XML フォーマット)を

読み込み、合計する。 

 

 

データ登録・取得 

機能 
データ入力支援 

ツール 

Web ｻｰﾊﾞ 環境 

ﾃﾞｰﾀ 

XML 
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5. 2 データチェック機能、インポート機能、データ収集機能 

データチェック機能は Excel シートへの入力を終わったデータのチェックを行う。具体的に

は必須項目のもれや入力形式などのチェックを行い、禁止項目などを表示する。データチェック

項目を表 5.2-1 に示す。禁止項目等の必須修正項目等をすべてクリアしなければデータを保存

できない。 

インポート機能は一度エクスポートした XML データを再度読み込んだり、データ種別によっ

ては当該年度のデータを前年度値と比較するために、前年度のデータを読み込む機能である。こ

の機能はデータベースに登録されているデータの確認や、前年度値との比較などに利用できる。 

データ入力支援ツールはデータの種別によってはデータ収集機能を有している。拠点のとり

まとめ担当部署は、管轄下の各課室がそれぞれの担当分を入力したデータを集計し、拠点として

とりまとめることができる。大きな拠点などで、管轄・収集すべき部署が多数にわたる場合など

に有効な機能である。 

 

表  5.2-1 データチェック項目  

No 機     能 内    容 

１ 必須項目チェック 必須項目のチェックを行う。 

２ フォーマットチェック 
データの型（文字型、数値型、日付型）や入力文字数

のチェックを行う。 

３ 禁止コードチェック 禁止コードについてチェックを行う。 

４ 月平均、前年同月比チェック 

当年度月別計が閾値を超えているかチェックする。 

上限値を超えた場合は赤色で表示し、下限値を下回

る場合は青色で表示する。 

５ 未入力チェック 最終入力月以前の未入力箇所のチェックを行う。 

 

 

5. 3 環境データの種別  

データ入力支援ツールでサポートする環境データの種別とデータ収集機能の有無、マスタ項

目をまとめた一覧を、表 5.3-1 に示す。 

表 5.3-1 に示す環境データの種別のそれぞれのデータ入力支援ツール（32 種）を付録２に示

す。データ入力支援ツールのシートは「基本情報シート」と、各種別ごとに異なるが「詳細情報

シート」がある種別とない種別がある。「詳細情報シート」が複数ある種別もある。 
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6. 統合クライアント機能 

 

データ入力支援ツールの管理を含めたシステムの運用をしてくための機能である統合クラ

イアント機能の一覧を表 6.1 に示す。この中で特徴的な機能について 6.1 以降に説明する。 

 

表 6.1 統合クライアント機能 

No 機  能 内   容  

1 統合メニュー機能 
LDAP サーバへアクセスしユーザ認証を行う。ユーザ権限（シス

テム管理者、管理担当、一般）に従ったメニューを表示する。 

2 
アップロード 

 

データ入力支援機能で作成した環境データファイル（XML フォ

ーマット）をサーバへ登録（アップロード）する。 

3 

データ 

登録・取得 

機能 
ダウンロード 

 

データベースに格納されている環境データ（XML フォーマット）を

取得（ダウンロード）する。 

4 
督促 

メール 

進捗一覧を一覧表示し、未入力の課/グループに対し督促メー

ルを送信する。 

5 

進捗管理 

機能 管理担当あ

てメール 

管理担当(拠点とりまとめ担当部署として登録されている人)に一

斉メール(内容は任意)を送信する。 

6 データ処理機能 
アップロードされた環境データファイル（XML フォーマット）をデ

ータベースに登録する。 

7 分析・集計機能 
データベースに登録されている環境データを用いて、出力表に

沿った集計を行う。 

8 出力機能 
データベースに登録されている環境データを集計表として作成

及びダウンロードを行う。 

9 マスタ管理機能 

各種マスタ情報をデータベースにて管理する。 
GUI（Graphical User Interface）には統合クライアントを

利用する。 

10 
データベース登録確定機

能 

データベースへの登録を確定する。確定済みのデータはアッ

プロードできない。 

11 登録状況一覧･削除機能 
データベース登録状況一覧を表示する。 
データベースから選択されたデータを削除する。 

12 権限設定 

環境データ毎に管理担当（取り纏めを行う課/グループ）を設定

し、その管理担当が統括する一般（課/グループ）の対応付けを

行う。 

また、管理担当（課/グループ）が統括する一般(課/グループ)に

対しアクセス権（環境データをダウンロードする権限）を設定す

る。 

13 

権限 

設定機能 

代行権限 

設定 

環境データ毎に管理担当や一般の課/グループに対して、他の

課/グループの環境データに対するアクセス権(環境データをア

ップロード(管理担当のみ)・ダウンロードする権限)を設定する。 

14 権限一覧機能 
管理担当が管轄する課/グループの一覧及び代行権限を持つ

課/グループの一覧を表示する。 
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6.1 データ登録・取得機能 

データをデータベースに登録（アップロード）する機能とデータを出力（ダウンロード）す

る機能について示す。 

 

6.1.1 アップロード 

環境データの登録は、施設単位に行われる。データ登録の単位を図 6.1-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-1 アップロードの単位（コピー用紙の例）  

部/ﾕﾆｯﾄ 

ｾﾝﾀｰ

部門 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ

施設 A

施設 B

施設 C

部/ﾕﾆｯﾄ 

施設 A

施設 B

施設 C

コピー用紙投入量

ｘｘｘｘｘ 

コピー用紙投入量

ｘｘｘｘｘ 

コピー用紙投入量

ｘｘｘｘｘ 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ

1 階層 2 階層 3 階層 4 階層 5 階層 

LDAP で管理されている情報で、環境デ

ータ管理システムでは、組織テーブルと

して管理する。 

 

今回、施設テーブルを作成し管理す

る。 課/グループ＋施設でユニーク

としてテーブルに登録する。 
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既にアップロードした XML ファイルをデータ入力支援ツールに取り込む時とア

ップロードを実行する時に、正しい形式の漏れのない有効なデータとするためのデ

ータチェックを行う。チェック項目を表 6.1.1-1 及び表 6.1.1-2 に示す。 

 

表 6.1.1-1 XML ファイルを入力支援ツールに取り込む時のチェック項目 

No 項 目 内  容 

1 複数ファイル指定 
複数ファイル指定されているか（アップロード対象は 1 フ

ァイル） 

2 ファイル形式 読み込んだファイルの形式がＸＭＬフォーマットか 

3 環境データファイル 
読み込んだ環境データ XML ファイルの環境データ種別

が、サポートしている環境データか 

4 改竄 
環境データ XML ファイルに格納されているチェックサム

値と計算により求めたチェックサム値が同じか 

5 
マ ス タ 情 報 付 の 環

境データファイル 

読み込んだ環境データにマスタ情報タグ（XML スキーマ

情報）が存在するか 

6 未登録施設 
施 設 名 がサーバに登 録 されているかチェックし、登 録 さ

れていない場合はメッセージを表示する。 

7 
データベース 

登録確定状況 

データベース登録が確定していないか。確定済みならア

ップロードはできないようにする。 

 

表 6.1.1-2 アップロード実行時のチェック項目 
No 項 目 内  容 

1 権限 環境データのアクセス権を持ってること。 

2 締め月 

サーバに登 録 されている締 め月 以 前 のデータが変 更 さ

れていなかチェックする。変更されている場合はエラーと

し登録できないようにする。 

 

6.1.2 ダウンロード 

ダウンロードは、アップロード時と同じく年度・施設単位に行われる。ダウンロードを行う

とアップロード時と同様にデータは XML 形式のファイルとして出力され、図 6.1-2 に示すよ

うに 4階層のフォルダを自動作成し、そのフォルダに格納される。 

 

 
 
 
 
 

図  6.1-2 自動生成されるフォルダ名  

（指定したフォルダ） 

  |__ [部門名称] 

        |__ [センター名称] 

             |__ [部/ユニット名称] 

                  |__ [課/グループ名称] 
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ダウンロードについてはシステム管理者によってデータ種別ごとに「管理担当」、「管轄

設定」または「代行権限」を与えられた課室のユーザーのみがその種別のデータをダウンロ

ードできる。一般ユーザーの利用は制限しており、このように制限することで誤ったデータ

の登録などを防止する。 

当該年度の 新のデータのみならず過去（過年度）のデータもダウンロードし、データの

確認等に利用できる。 

 

 

6.2 出力機能 

拠点等から登録されたデータを集計・加工し、必要な形式、項目等に整理した各種の出力表

を用意している。出力表は各種法令等に基づいた報告や、環境に関する各種の分析・評価に利用

できる形態に整理している。 

出力表の種類を表 6.2 に示す。なお、出力表の具体的な形式などは参考文献 9)～

12)の「JAEA-Review 「環境報告」環境報告関連データのまとめ」に掲載している表

を参照されたい。 

 

表 6.2 出力表の種類 

表番号 出力表名称 
1 エネルギー及び CO2 排出量（拠点別集計） 

2 電気使用量増減の理由及び取り組み内容 
3 化石燃料使用量増減の理由及び取り組み内容 
4 総エネルギー投入量種類別割合 
5 総エネルギー投入量拠点別割合 
6 総エネルギー投入量種類別推移 
7 総エネルギー投入量拠点別推移 
8 電気使用量拠点別推移 
9 化石エネルギー投入量種類別推移 
10 化石エネルギー投入量拠点別推移 
11-1 総温室効果ガス拠点別排出量 
11-2 調整後総温室効果ガス拠点別排出量 
12-1 総温室効果ガス排出量拠点別推移 
12-2 調整後総温室効果ガス排出量拠点別推移 
13-1 電気使用に伴う CO2 排出量拠点別推移 
13-2 電気使用に伴う調整後 CO2 排出量拠点別推移 
14-1 エネルギー起源二酸化炭素排出量種類別推移 
14-2 調整後エネルギー起源二酸化炭素排出量種類別推移 
15 一般・産業廃棄物の焼却に伴う CO2 排出量 
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表番号 出力表名称 
16 紙資源投入 
17 代替フロン等 3 ガス集計表 
18 代替フロン等 3 ガス（種類別推移） 
19 代替フロン等 3 ガス（拠点別推移） 
20 代替フロン等 3 ガス増減の理由及び取組内容 
21 輸送量（トンキロ）総計表 
22 輸送量（トンキロ）核燃料物質等 
23 輸送量（トンキロ）増減の理由及び取組内容 
24 水資源投入量及び排水量 
25 水資源増減の理由及び取組内容 
26 水質測定結果（水素イオン濃度等） 
27 水質汚濁（水素イオン濃度等）増減の理由及び取組内容 
28 水質汚濁（水素イオン濃度等）規制値オーバーの物質一覧 
29 水質測定結果（カドミウム等） 
30 水質汚濁（カドミウム等）増減の理由及び取組内容 
31 水質汚濁（カドミウム等）規制値オーバーの物質一覧 
32 大気汚染物質の測定結果 
33 大気汚染規制値以上の項目とその理由 
34 ダイオキシン類の測定結果 
35 ダイオキシン類増減の理由及び取組内容 
36 PRTR 対象化学物質の排出・移動量 
37 PRTR 増減の理由及び取組内容 
38 対象化学物質のリサイクルの有無 
39-1 PCB 廃棄物保管量 
39-2 PCB 廃棄物処理予算額 
40 PCB 廃棄物保管量増減の理由及び取組内容 
41-1 一般廃棄物拠点別集計データ 
41-2 産業廃棄物拠点別集計データ 
42 一般・産業廃棄物拠点別集計データ 
43 拠点別廃棄物分類別集計表 
44 拠点別一般廃棄物集計表 
45 拠点別特別管理一般廃棄物集計表 
46 拠点別産業廃棄物集計表 
47 拠点別特別管理産業廃棄物 
48 産業廃棄物区分別割合 
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表番号 出力表名称 
49 産業廃棄物管理表(マニフェスト)の状況 
50 廃棄物増減の理由及び取組内容 
51 建設リサイクル集計表 
52 建設リサイクル量増減の理由及び取組内容 
53 放射性物質関連法令 
54 放射性物質関連法令備考 
55 放射性固体廃棄物 
56 放射性固体廃棄物増減の理由及び取組内容 
57 放射性気体廃棄物の放出量（再処理施設以外） 
58 放射性気体廃棄物の放出量(再処理施設) 
59 放射性気体廃棄物増減の理由及び取組内容 
60 放射性液体廃棄物（トリチウム）の放出量（再処理施設以外） 
61 放射性液体廃棄物の放出量(再処理施設） 
62 放射性液体廃棄物増減の理由及び取組内容 
63 騒音規制法に基づく測定 
64 騒音測定結果増減の理由及び取組内容 
65 振動規制法に基づく測定 
66 振動測定結果増減の理由及び取組内容 
67 悪臭防止法に基づく測定(上期下期) 
68 悪臭防止法に基づく測定(年間) 
69 悪臭測定結果増減の理由及び取組内容 
70 有価物 
71 有価物増減の理由及び取組内容 

 

 
6. 3  マスタ管理機能とデータ入力支援ツールの作成 

各データ種別ごとに、年度ごとに変更する必要のある項目や、必要に応じて変更すべきマス

タ項目がある。マスタ管理機能はこれらマスタ項目をシステム管理者が変更して、入力支援ツー

ルを 新の状態にする機能である。マスタ項目の管理をマスタメンテナンスと呼ぶ。 

各データ種別ごとのマスタ項目一覧を、表 5.3-1 に示した。 

マスタ項目のデータをデータベースに登録する時に表 6.3 に示す入力データチェ

ックを行う。 
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表 6.3 マスタ項目のデータをデータベースに登録する時のチェック項目 

No 項 目 内  容 

1 空欄チェック 必要なデータが全て入力されているか 

2 桁数チェック 桁数が範囲内か 

3 数値チェック 数値以外のデータが入力されていないか 

4 範囲チェック 指定範囲内のデータか 

5 禁則文字チェック 禁則文字が含まれていないか 

6 コード重複チェック コード番号が重複していないか 

 

年度ごとに修正する必要のあるマスタデータを修正したのち、その当該年度のデータ入力支

援ツールを作成する。これを利用することにより、その拠点等の担当者は年度のマスタデータが

反映されたデータ入力支援ツールを用いて入力できる。 

なお、マスタ項目は個別に一つ一つ変更できるが、前年度のマスタ項目を一括してコピーし

て新年度のマスタとして登録する機能も有している。 

 

6.4 データベース登録確定機能と登録状況一覧・削除機能 

データベース登録確定機能は、各拠点等の担当者等の思い違いなどによるデータの 2 重登録

やデータの書き変えなどのミスを防ぐため、システム管理者がデータを種別・拠点等ごとに確定

させ、変更できないようにする機能である。システム管理者により登録確定の解除も可能であり、

拠点担当者との相互の確認によってデータの信頼性を高めることができる。 

登録状況一覧・削除機能はデータベースへの各種別データの登録状況を確認し、データに重

複やミスのあるデータが存在した場合は、システム管理者がそのデータを選択的に削除できる機

能である。削除後は正しいデータを再度登録して完全なデータとする。 

 

6. 5 権限設定機能 

「表 2.3-1 各担当者の主な役割」に示した役割分担に従ってデータを登録するが、思い違

いや連絡ミスなどによって担当部署以外からのデータ入力や書き変えなど（二重登録の原因）

による間違いなどが生じる恐れがある。こういった事象を防ぐため、権限設定機能はデータ種

別ごとに各拠点・事務所等で取りまとめ担当課/グループを明確にした上で、データ登録の権

限をシステム管理者が設定する機能である。 

 

権限設定機能を用いて、管理担当（進捗管理や出力等の取り纏めを行う課/グル

ープ）の設定、管轄選択、代行設定などの設定をすることができる。 

管理担当の設定では、環境データ種別ごとに課/グループに対し管理担当とその
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管理担当が統括する一般の課/グループを設定する。その際、管理担当や一般の課/

グループに対して、環境データに対するアクセス権を自動的に付与する。 

また、環境データ種別ごとに、各課/グループに対し代行権限（他課/グループの

環境データを扱うことができる権限）を必要に応じて設定する。 

権限設定は、ログインユーザ単位ではなく、ログインユーザの所属する課/グル

ープの組織単位で行われる。 

権限設定の概要を図 6.5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6.5 権限設定の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

ログインユーザ ID 
LDAP サーバによるロ

グイン認証 

・ログインユーザの所属する課/グループ単

位に管理担当と一般、環境データに対する

アクセス権を設定する。 

・ログインユーザの所属する課/グループ単

位に他課/グループの環境データに対する

代行権限を設定する。 

部/ﾕﾆｯﾄ 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ A 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ B 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ C 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ D 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ E 

部/ﾕﾆｯﾄ 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ F 

課/ｸﾞﾙｰﾌﾟ G 

ｾﾝﾀｰ 

部門 
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7. システム運用管理機能 

 

システムの運用・管理のためシステム管理者が必要とする機能をシステム運用管理機能と呼

ぶ。その機能の一覧を表 7.1 に示す。 

 

表 7.1 システム運用管理機能 

No 機  能 内   容  

1 データ処理機能 
アップロードされた環境データファイル（XML フォーマット）

をデータベースに登録する。 

2 
組織・人事情報システムから

の組織情報反映機能 

LDAP から組織情報を取得し、差分を環境データ管理

システムの組織マスタに反映する。 

3 システム管理 
ログの収集、ログのバックアップ、データベースのバ

ックアップを行う。 

4 マスタ一括コピー機能 
メニューで選択した年度に対して、その前年度のマス

タ情報をデータベース上に一括コピーする。 

5 
管理データ一括コピー機能 

 

メニューで選択した年度に対して、アップロード・ダ

ウンロードの際に必要な施設情報を、前年度から一括

コピーして、課別進捗管理テーブル及び課別データ管

理テーブルに挿入する。 
 

この中で環境データ管理システムを運用していく上で重要な LDAP の情報の反映を行う機能

について以下に記す。 

組織・人事情報システムからの組織情報反映機能は、LDAP サーバへアクセスして更新され

た原子力機構の組織情報を取得し、差分を環境データ管理システムの組織マスタへ反映する。 

LDAP サーバへアクセスし、第１～第４階層の各組織情報（組織コードと組織名称）

を取得し、現在の環境データ管理システムの組織マスタテーブルと比較して新規・

更新・削除された組織を抽出し、反映させる。この操作は自動モードで毎日のバッ

チ操作として行っており、毎日、 新の組織情報の取り入れを行うことができる。 

この操作のうち、①組織が新たに追加された場合、②組織名称が変更された場合

（更新）、③組織がなくなった場合（削除）のそれぞれのシステムの対応を以下に

示す。 

①   新規追加 

新しい組織コードの組織を認識した場合、組織マスタにレコード追加を行う。

表 7.2 に新規追加時の更新内容を示す。組織マスタは組織コードが３桁ずつ階

層化して作成されるため、新しい組織レコードが追加された場合は必ず下位階層

の組織マスタにもレコードが生成される。 

②更新 

組織コードの名称変更を認識した場合、組織マスタ上の名称更新を行う。 

③削除 

組織コードの削除を認識した場合、組織マスタに LDAP廃止年月日を設定する。
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LDAP 廃止年月日が設定されても、環境データ管理システムのクライアントから

は通常通りの操作が可能である。削除された組織については取り扱いに注意を要

するため、アクセス権管理で一覧を表示し、システム管理者が判断する。 

 

表  7.2 新規追加時の更新内容  

No テーブル 内容 

１ 部門マスタ 
新規組織のレコード追加を行う。登録年月日と有効期間

（発行年月日）に当日の日付が設定される。 

２ センターマスタ 
新規組織のレコード追加を行う。登録年月日と有効期間

（発行年月日）に当日の日付が設定される。 

３ 部／ユニットマスタ 
新規組織のレコード追加を行う。登録年月日と有効期間

（発行年月日）に当日の日付が設定される。 

４ 課／グループマスタ 
新規組織のレコード追加を行う。登録年月日と有効期間

（発行年月日）に当日の日付が設定される。 

５ アクセス権限管理テーブル 
新規組織のレコード追加を行う。アクセス権限およびユーザ

権限は初期状態（未設定）に設定される。 

６ 課別データ管理テーブル 
新規組織のレコード追加を環境データ数分行う。最新アッ

プロード／ダウンロード情報は未設定となる。 

７ 課別進捗管理テーブル 
新規組織のレコード追加を環境データ数分行う。最新アッ

プロード情報は未設定となる。 

 

組織マスタの新規追加または更新があった場合、データ入力支援ツールのマス

タダウンロード用データの更新が行われる。 

同マスタダウンロード用データは、環境データのダウンロード時に XML に内包

されてクライアントへ送信される。 

 

 

8 おわりに 

 

原子力機構の環境配慮に関する各種の環境データを取りまとめることのできる、有用で信頼性

の高いデータベースシステムを開発した。このシステムを活用することによって各拠点・事務所

から入力されたデータを集計し、法令等に基づく各種報告書を作成することが容易になった。 

なお今後、環境関連法令の改正や社会的要請の変化などによって本システムを変更する必要が

ある場合は順次改良を行っていく予定である。 
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付録１ 

 
 

集計の方法に応じた登録作業の流れの詳細 

 

1. 一つのデータ項目について、拠点等取りまとめ部署がデータを記入する場合 

2. 一つのデータ項目について、拠点等取りまとめ部署が複数の担当課室からデータを

集計する場合 
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付録２ 
 

 

 

データ入力支援ツール一式（32 種） 
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国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年改訂）
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